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≪バレーボール部≫

荒川区民大会第３位

荒川区中学校バレーボール新人大会第３位

≪２年ソフトテニス部女子≫
荒川区中学校ソフトテニス秋季新人大会

団体戦第３位
個人戦第３位 ◯◯◯◯さん(2-3)、

◯◯◯◯さん(2-3)

≪日本漢字能力検定≫

２級 ◯◯◯◯くん(1-3)

準２級 ◯◯◯◯さん(3-1)、 ◯◯◯◯さん(3-3)

伝説探究部による
大蛇完成！

校長 齊藤 進

わくわく街歩き探検隊ボランティア 感謝状

〈3年1組〉 ◯◯◯◯さん、◯◯◯◯さん〈3年2組〉 ◯◯◯◯さん
〈3年3組〉 ◯◯◯◯くん、◯◯◯◯さん〈3年4組〉 ◯◯◯◯さん、
◯◯◯◯さん 〈2年3組〉◯◯◯◯さん 〈2年4組〉◯◯◯◯くん

〈1年2組〉◯◯◯◯さん、◯◯◯◯さん

新人大会第3位入賞の1、2年生の皆さん

新人大会第3位入賞の1、2年生の皆さん

今回は３年前に制作した大蛇のリニューアル版となります。２３日（火）には恒例の点睛（目入れ式）
が行われました。天野先生からお聞きしましたが、制作にあたっている２年生は毎日活動後、散ら
かったゴミなどを自ら進んで片付けてくれていると感心されていました。ＪＲＣの態度目標である「気づ
き、考え、実行する」という精神にもつながります。２年生は確実に成長して頼もしく思います。

「一緒に逃げようと」と遊女のお牧と約束した川越夜船の船頭の男は現れません。
恋人の裏切りに悲しんで身投げした女性は大蛇（おぢ）になりました。

隅田川（現在の町屋７丁目、尾竹橋公園付近からこの大蛇が現れ、恨みのため船か
愛する男をさがすためか、船が通ると転覆させたといいます。

先日行われた生徒会の認証式では３年生前会長の◯◯◯◯君、本部役員の◯◯◯◯君、
◯◯◯◯さん、◯◯◯◯さんから１年間を振り返るあいさつがありましたが、それぞれ本当に素晴
らしく感動しました。前役員の皆さんはこれまで南二中を良くするために力を尽くしてきました。ありが
とうございました。新役員そして全校生徒の皆さんは会長の名倉沙也加さんとともに前役員の皆さ
んが築き上げた素晴らしい生徒会をさらに盛り上げてほしいと思います。期待します。

現在、ＮＨＫ国際部がレスキュー部の取材を行っています。ＮＨＫでは全世界に向けて放送する
２４時間英語チャンネル「ＮＨＫワールドＪＡＰＡＮ」のニュース・番組で日本やアジアの最新情報を発
信しています。３年生の◯◯◯◯さん、◯◯◯◯君、◯◯◯◯さんの絆ネットワーク活動の模様
が世界１６０か国に配信されます。放送日が確定しましたらお知らせします。楽しみにしてください。

南千住にまつわる妖怪伝説の一つ、大蛇の制作が造形作家である天野行雄先生とＮＰＯ千住す
みだ川の海老江重光氏のご指導のもとに始まりました。本校では毎年妖怪神輿をつくっていますが、
その際伝説探究部を立ち上げその制作にあたります。２年生の◯◯◯◯君が部長に、◯◯◯◯君
が副部長となり１・２年生が協力して制作しました。今年度は多くの生徒や教職員のアイディアを取り
入れた作品となっています。
「槇の屋（マキノヤ）のおぢ」として伝わる大蛇の伝承をご紹介します。



連合体育大会 総合優勝！

9月19日(水)、第70回荒川区立中学校連合体育大会が行われま
した。選手団総勢73名は早朝7時に集合し、江戸川陸上競技場へ
向かいました。当日は1日を通して晴天で、時折吹く風で残暑も和
らぎ、格好の陸上競技日和となりました。前日には生徒会本部が企
画・運営した壮行会も行われ、全校生徒がエールを送り、選手団も
力の限り戦う決意を表明しました。
開会式後、長距離走から競技が始まりました。各選手はこの日を
目指して2学期に入り毎日続けた練習の成果を出し切り、全力で競
技に臨みました。はじめにトップでゴールを駆け抜けたのは、1年女
子800mに出場した◯◯◯◯さんです。午後からは1年女子100mで
◯◯◯◯さん、1年男子100mで◯◯◯◯くん、1年男子1500mで
◯◯◯◯くんが1位を獲得。競技が進むにつれて、南千住二中の
上位入賞が続きました。その速報を受けて、校内では、休み時間
に校内放送による順位と選手名の発表が行われ、校内に残った生
徒も選手と一体となり、拍手・声援を送りました。リレー競技では、
南千住二中のチームワークが光る活躍が続きました。1年女子
リレー、2年男子リレーでは2位、3年男子リレーでは3位といういずれ
も好成績を収めました。そして走り幅跳び、走り高跳び、長距離走
なども入賞が相次ぎ、砲丸投げでも選手一人一人が素晴らしい記
録を上げました。この日全員が力を出し切って最高の競技を見せ
てくれました。
その結果、南千住二中は、2位の学校に10点以上の差をつけて、
新得点制度導入後初めてとなる総合優勝に輝きました。 南千住
二中選手団は、入退場や競技に臨む態度、場内でのマナーも大
変立派でした。大会会場では、補欠として出場選手を支える生徒た
ちの応援そして献身的な活躍も光っていました。
帰校すると、吹奏楽部による演奏と部活動などで残っていた生徒
や先生方が大拍手で選手を迎えてくれ、選手一同晴れやかな気持
ちになりました。翌日の20日(木)には、臨時朝礼が急遽行われ、校
長先生を先頭に、教職員、全校生徒一同で万歳三唱をして、総合
優勝を祝しました。選手団の皆さん、お疲れさまでした。そして、た
くさんの感動をありがとうございました。

表彰式で優勝旗を受
けとる選手団団長の
◯◯◯◯くん(3-4)

南千住なかよし祭

10月21日(日)、南千住野球場で、「南千住なかよし祭」が行われ
ました。このなかよし祭には、南千住二中のレスキュー部員が毎年
ボランティアとして参加しています。今年は3年生8名、2年生3名、
1年生4名の計15名が参加して、会場の準備・清掃、片付け、来場
者の案内や受付、駐輪場の整理、輪投げゲームやスーパーボール、
あら坊やウォーリー探しゲームなどのお手伝いをしました。「南千住
なかよし祭」は地域最大級の祭りとして荒川区民の皆さんに親しま
れており、今年は晴天にも恵まれ、親子連れや友人同士など数多く
の来場者で賑わいました。
南千住二中生は、ウォーリーに扮して会場案内をしたり、やきそば

やゲームなどの出店を手伝うなど、どの場面
でも大活躍し、来場した皆さんに大変喜ん
でいただきました。企画運営の地区委員
会の方々にもお褒めの言葉をいただき、
参加したレスキュー部員たちも催しのお手
伝いを楽しく積極的に取り組み、大変やりがいのある 1日となりました。

あら坊役も体験！

やきそばの販売をお手伝い

ウォーリーに扮して
来場者を案内

第30回霜月祭
南千住二中の文化祭『霜月祭』が10月

27日(土)から玄関と校舎1・2階のホールを
中心に生徒の作品の校内展示が始まり、
28日(日)には舞台発表が行われました。
展示内容は、美術や技術、家庭科などの
授業で作った作品や各学年の「総合的な
学習の時間」に、1年生は清里移動教室、
2年生は下田移動教室や勤労留学を通し
て学習したことを生徒一人一人
がまとめた新聞、下田で体験した
手びねりの器などです。また、
3年生が修学旅行の体験学習
で作った漆器の加飾など
も展示されました。
霜月祭の舞台発表
そして午後に行われ
た合唱コンクールの
様子は次号の学校
だよりでくわしく紹介
します。

2年生、手びねりの器▶

PTA成人教育、
ハーバリウム

1年生、自分の誕生エピソード

10月23日（火）、「槇の屋の大蛇」の神輿が完成し、千住
大橋まで担ぎ出しをして、隅田川の水で目を入れる点睛式を行い

ました。神輿作りは、地域に伝わる妖怪伝説を若い世代に語り継ぐ地域
学習の一環として、6年前からはじまりました。片目の大緋鯉、亀の間の大亀、

槇の屋の大蛇と、隅田川に伝わる妖怪の神輿を毎年一体作り、今年は、昨年の
大亀に続き、3年前に作った大蛇を解体し、土台を利用して作り直しました。背と腹の
色は、愛する船頭に裏切られたお牧さんの愛情と情念を表し、顔は般若をイメージし
ています。生徒が色々なアイデアを出して、造形作家の天野行雄先生がデザインし
ました。色を何層も重ねて立体感や表情を表現し、今にも動き出しそうな迫力に仕上
がりました。
この日は大蛇作りの中心となって取り組んできた１，２年生の「伝説探求部」の皆さ
んと２年生の担ぎ手たちが声を掛け合いながら学校から日光街道を通り、千住大橋の
たもとまでを神輿を担いで練り歩き、
沿道の皆さんから沢山の声援をいた
だきました。隅田川では、川からくみ
上げた水で墨を溶いて目を入れ、
大蛇に魂が宿りました。大蛇の
神輿は霜月祭の舞台で、妖怪
伝説を紹介した２年生の劇に
登場。会場を大いに盛り

上げました。
神輿を担ぎ、南千住の街を練り歩く2年生
「伝説探求部」の皆さん3年生、漆器の加飾



第１位
1年女子100ｍ 1年女子800ｍ
１年男子100ｍ １年男子1500ｍ
第２位
共通女子200m 共通女子1500m

2年女子走幅跳 2年男子走幅跳
1年女子4×100ｍリレー
2年男子4×100ｍリレー

第3位
2年女子100ｍ 1年女子走幅跳
3年男子4×100ｍリレー

第４位
共通女子走高跳
３年男子100ｍ
共通男子200ｍ
共通男子走高跳
３年男子走幅跳
１年男子走幅跳
３年女子4×100ｍリレー

第５位
３年女子100ｍ
共通女子200ｍ
２年男子100ｍ
３年男子100ｍ
１年男子4×100ｍリレー

第６位
２年女子100ｍ
１年男子1500ｍ

第３１期生徒会認証式！

9月25日(火)に南千住二中第31期生徒会本部役員選挙が行われ
ました。今回の生徒会役員選挙には、生徒会長に1名 (定数1)、2年
生本部役員に3名(会長と定数3)、１年生本部役員に6名(定数3)が
立候補しました。投票に先立ち1校時には、立ち会い演説会が行わ
れ、各候補の推薦責任者が候補者の応援演説を行い、各候補は
南千住二中への熱い思いと自らの公約などを訴えました。真剣に
聞き入る全校生徒の眼差しからは、これからの生徒会活動へ寄せる
期待が伺えました。
投票は休み時間と昼休み、放課後を利用して

行われ、選挙管理委員会によって即日開票が行わ
れました。その結果、第31期生徒会役員には、
生徒会長に◯◯◯◯◯さん(2-4)、本部役員に
◯◯◯くん(2-1)、◯◯◯さん(2-1)、◯◯◯くん
(2-2)、◯◯◯くん(1-1)、◯◯◯◯さん(1-1)、
◯◯◯◯さん(1-2)が選出されました。
10月16日(月)の生徒会朝礼では、前年度の

生徒会役員の退任式に続き、新生徒会役員の
認証式が行われ、生徒会長の◯◯◯◯◯さんが
「会長として皆さんの先頭に立ち、各委員会活動をさらに活発にして、
活気あふれる学校になるよう精一杯努力をしていきます」と挨拶しまし
た。その後に行われた専門委員会の認証式は新生徒会によって執り
行われ、第31期生徒会の活動が始まりました。これからの活躍が期待
されます。

1年間の大役を終えて、笑顔あ
ふれる３年生前生徒会の皆さん

第31期生徒会役員の
認証式。介添えは
前生徒会長。

新生徒会長の所信表明

マイスター取得者 2年4組 ◯◯◯さん（100点）
3年1組 ◯◯◯◯くん（99点）
3年3組 ◯◯◯◯くん（99点）

1級取得者 《３年生》１２名
《２年生》１２名
《１年生》３名

2級取得者 《３年生》８名
《２年生》１６名
《１年生》５名

3級取得者 《３年生》１８名
《２年生》２１名
《１年生》１６名

南千住検定

9月21日（金）6校時に、2、3年生の南千住検定が行われ
ました。今年は清里移動教室がその前週に行われたため、
1年生は1週間後の28日(金)6校時に各教室を試験会場にし
て実施されました。検定実施前の19日(水)の4校時には、
アリーナを会場に中陳先生が南千住の歴史や史跡などを
クイズなどを交えてわかりやすく解説していく南千住検定講座
が開かれました。それから試験までの数日間、朝学習や総合
の時間などを利用して、これまでの過去問などの練習問題に
取り組むなど、事前学習に皆意欲的に取り組みました。
その結果は10月22日(月)の全校集会で発表されました。

そして、1年生からは、1級3名、2級5名、3級16名が誕生。2年
生からは、100点満点でマイスターを取得した◯◯◯さん(2-4)
さんをはじめ、1級12名、2級16名、3級22名が誕生し、全校の
平均点を大きく上回る好成績を収めました。中でも2年2組は、
クラス30名中19名が合格するという快挙を成し遂げました。
また、3年生からは、マイスターが2名、1級が12名、2級が10名、
3級が18名誕生。今回が最後の南千住検定となる3年生は熱心
に勉強に取り組んだ生徒も多く、発表に一喜一憂の声が上が
りました。マイスターを取得した3人には後日、南千住を代表
する工芸品のひとつ、七宝焼で作ったマイスターバッジが授与
されます。また、全校の平均は61.1点で、1級(98点以上)、2級(80点以上)、3級(70点以上)の級取得
者が113名という全校生徒のおよそ1/3に上る好成績をおさめました。「南千住の歴史を語る南二中
生」を合い言葉にはじまった地域学習。南千住検定は、自分が暮らす地域に興味を持ち、歴史や文
化を学ぶ機会となって、南千住の街をさらに好きになり、誇りに思う生徒たちに育つことを目指してい
ます。

南千住検定に初挑戦
の1年生の皆さん


